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経営革新塾しよう会ニュース ２０２３年９月２１日 第０５－５０号 
 

●経営革新塾しよう会講演会／その２ 

 20 日夜の認定 NPO 法人シーエスアールスクエア理事長の宍戸仙助様のご講演「リタイヤ後は、利他

Years！ ～東南アジアの山岳少数民族の子どもたちの輝く瞳に学ぶ～」の続きをどうぞ。 

  ◇  ◇ 

◆子供たちの学習環境の改善 【シーエスアールスクエアの facebookや公式HPより一部引用】 

 最初に学校建設ですが、ベトナム北部の山岳少数民族の村です。Tuyen Quang省、Lam Binh郡のPhuoc 

Yen小学校のNa Khieng分校の改築の事例です。Na Khieng分校は、120人のザオ族やターイ族の子供

達が学ぶ学校です。左側の図Aが現状ですが、紫色の②の校舎は、解体の必要な危険校舎、その他の緑の現

在の校舎もかなり傷んでいます。左下の青の小さな建物は、先生方の宿舎です。校舎の北側には、黄色の小

さなトイレがありますが、屋根も無く臭いも酷く、使える状態でありません。右側の図Ｂが改築計画です。

現地行政でも、支援金の数倍の予算を確保し、それらの校舎の全てを取り壊し、校地も１.５倍ほどに広げ、

新しい２階建ての①の新校舎、③は、遠くから通学してくる子供達のための寮です。５０人ほどが寝泊まり

することになります。④は、食堂と台所です。⑤が新しいトイレです。小規模水力発電所は、この学校の裏

山を1kmほど上った沢に小さなダムを作り、そこに２つの発電機を設置して、電気を供給する計画です。 

 3年前にこの計画ができ、3月9日に調印式があったのですが、コロナでフライトがなくなりました。4

月末ま工事スタートもフライトがなく、11 月に校舎が完成してもフライトがないんです。実は電気がない

村なのですが、2階の教室に電気が点いているのが見えると思います。ここでは電気がないと何にもならな

いので、ソーラーやバイオマスなどいろいろと考えました。結果的には裏山に一年中枯れない沢があり、湧

水があるので、その村の人たちの飲み水にもなっている水源を一部活用して水力発電をすることにしました。

3Kw で 15 軒の家に電気を送り、8Kw で学校の電気を提供することにしました。水力発電した水はその

まま飲料水に使うこともできます。結果的に完成しても行けなかったら、現地の住民と行政の人たちが、宍

戸が可哀そうだからと言ってYouTubeの動画を送ってくれました。しかも、ドローン撮影も入っているも

のでした。涙が出るほど嬉しかったですねぇ。ぜひ、その動画を見てください。【動画の一部より】 

   

 この動画は 8月末の映像です。あちらは 9 月 1日から新学期が始まりますので、その前日に学校でイベ

ントを行い、生徒や家族を招くのですね。そうしないと子どもたちが学校に来させてもらえない家もあるの

です。日本人が学校を作ってくれたというので、浴衣の絵まで描いてくれました。ここでは 12の少数民族

が助け合って暮らしています。習慣も言葉も違う民族です。帽子を被っているのはザオ族の衣装、黒いのが

キーン族です。少数民族がイベントを行うというと必ず公安の人間が見張りに立ち会います。外国に動画を

送るというので初めてマスクをしたようです。最初で最後かもしれませんね。子どもたちが仲良くなり、言

葉の通じない母親たちも交流するようになり、学校が違い民族間でもコミュニティの場となります。 

少数民族と日本の子どもたちに！ 
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◆日本の児童生徒による継続支援と交流活動 

 後ろに青い龍があるのですが、先ほどの校舎の落成式に飾ってくださいと預かっていたものです。緑色と

黄色のバージョンもあります。東京都町田市立南大谷小学校の子どもたちが作ってくれたものです。預かっ 

たものの行くことができず、結局、郵送

しました。校門の前で広げた写真を撮

って送ってねと言ったら、現地では階

段室の踊り場壁面に取り付けてくれま

した。30cmほど出っ張っているので

すが、子どもたちが作ってくれたもの

を切れないと校長先生が言って、少し

出っ張っています。実は、その南大谷小

学校に昨日行ってきました。去年の 8

月にやっとベトナムに行くことがで

き、子どもたちと会うことができまし

た。そんな報告をしてきました。 

 次は、ベトナム北部、Tuyen Quang

省、Lam Binh郡、Phieng Mo社に建

設中のPhuc Yen小学校のトイレ建設

のお話です。ここは 12 の民族が暮ら

す地域で、先生が7人で生徒が89

人なのに学校にトイレがないんで

すよ。先生がそれは可哀そうだとい

うので、手作りでレンガのトイレを

作りました。でも、土に穴を掘った

だけで、ドアもないものです。しか

も1つ。これを知った神奈川県北鎌

倉にある鎌倉学園の高校生が中心

となり資金集めに取り組んでくれ、

支援者も現れて建設予算の40万円

を超える資金が集まり、このような

トイレが完成しました。訪問出来た

のは、昨年8月6日ですが、子供た

ち30人ほど、先生方7人、村人20

人ほどが、出迎えてくれました。夏

休み中で暑さの中にもかかわらず、

民族服を着て。校長先生が着ている

のが、ザオ族の民族服です。このプレートには、神奈川県鎌倉学園・福島南高等学校・町田市立南大谷小学

校・大日向小中学校などの学校名を刻んだのですが、実は足りなくて多くの大人の方々からの支援をいただ

き 80万円でできたトイレです。ある小学校でこうした話をしたら帰りに37,000円を渡され、現地の皆さ

んが必要なものを買って欲しいと言われ、校長先生に連絡すると大型のスピーカーが欲しいと言われ、足ら

ない分は先生たちが払うというので、スピーカーをプレゼントすることなりました。 

こうした現地の様子を動画や写真で紹介するだけでなく、現地の子ども

たちと日本の子どもたちを Zoom で結んで同時に中継するようなことも

行っています。これは、昨年12月の高校生訪問団の写真です。高校生32

人、引率者等16人でした。観光地では面倒な手続きはないのですが、山

岳少数民族の村に行くとなると手続きが大変です。私はライセンスを持っ

ているのですが、それでも外務局、教育訓練局、さらに公安にどういう人

間が何の目的で誰を訪ねていくのかということをしっかりと文章で提出し

て許可が下りないとだめなのです。それだけナーバスな地域なのですね。 

今年も8月初旬に指導者を引率して訪問し、後半では高校生を引率した

ので、その疲れが出て免疫力が下がって10日前に帯状疱疹が出てしまっ

たのです。 《つづく》 
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